
住友商事グループ
コンプライアンス・ポリシー



住友商事グループの経営理念・行動指針
目指すべき企業像

私たちは、常に変化を先取りして新たな価値を創造し、
広く社会に貢献するグローバルな企業グループを目指します。

経営理念

行動指針

〈企業使命〉 健全な事業活動を通じて豊かさと夢を実現する。
〈経営姿勢〉 人間尊重を基本とし、信用を重んじ確実を旨とする。
〈企業文化〉 活力に溢れ、革新を生み出す企業風土を醸成する。

●住友の事業精神のもと、経営理念に従い、誠実に行動する。
●法と規則を守り、高潔な倫理を保持する。
●透明性を重視し、情報開示を積極的に行う。
●地球環境の保全に十分配慮する。
●良き企業市民として社会に貢献する。
●円滑なコミュニケーションを通じ、　チームワークと総合力を発揮する。
●明確な目標を掲げ、情熱をもって実行する。
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第Ｉ部 社長メッセージ
●夢と志 ― そのために必要なこと

●守るべきもの

●住友商事グループのコンプライアンス

第ＩＩ部 住友商事グループ・コンプライアンス・ポリシー
について

●このグループ・コンプライアンス・ポリシーが適用される人は？

●このグループ・コンプライアンス・ポリシーの位置づけは？

●当社グループ各社の従業員に求められることは？

●当社グループ各社のマネジメントに求められることは？

●コンプライアンス上の問題を報告するには？

第ＩＩＩ部 グループ・コンプライアンス指針
①公正な競争行為

②安全保障貿易管理を含む貿易関連法令等の遵守

③各種業法の遵守

④帳簿及び記録／税務

⑤贈収賄防止

⑥知的財産権

⑦情報管理

⑧環境保全

⑨インサイダー取引の防止

⑩人権尊重及び差別・ハラスメントの防止

⑪利益相反行為の防止

第ＩＶ部 SC Global Speak-Up制度
●SC Global Speak-Up制度とは？

●SC Global Speak-Upを利用できる人は？

●SC Global Speak-Upで通報できる事態とは？

●既存の内部通報制度との関係は？
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住友商事グループ役職員各位

住友商事株式会社
代表取締役社長執行役員 CEO

私たち一人ひとりが「法と規則を守り、高潔な倫理を

保持する」という行動指針に基づき仕事に取り組むこ

と、それは長い間受け継がれてきた「信用」を守ること

であり、当社グループにおけるコンプライアンスの原

点にほかなりません。

　私たちは、コンプライアンス上の疑義が残るような

行為はやらないこと（コンプライアンス最優先）、そし

て、万が一コンプライアンス上の問題が発生したとき

は、上司あるいは関係部署に間髪を入れずに報告す

ること（即一報）を基本として取り組んでいます。

　「コンプライアンス最優先」について、是非理解して

ほしいことがあります。事業活動においては、会社の

利益とコンプライアンスのせめぎ合いが生じること

があります。その場合、会社の利益を上げるためにコ

ンプライアンスを曲げることは許されません。当社グ

ループは世界中の国で、またあらゆる業界に身を置

いていますが、どこに行っても、当社グループの信用

を礎として事業活動をしているものであり、世間の信

頼に応え正当な仕事のやり方をしなければなりませ

ん。「コンプライアンス最優先」は当社グループの経

営理念そのものであり、当社グループに属する一人

ひとりの行動基準です。

　「即一報」は、コンプライアンス上の問題を報告すれ

ば終わりというものではなく、その目的は、マネジメン

トに事態を即一報することにより、関係部署の総力を

結集し、速やかに、最適な対応・対策を講じることにあ

ります。コンプライアンス問題は、疑義が生じたら直ぐ

に報告することが重要です。

　コンプライアンスは、世間の信用にかなう事業活動

の大前提であり、そのためには世の中の変化に対す

るセンシティビティーを高め、 高い倫理観を維持する

ことが必要です。そのなかで、悩みやプレッシャーを

感じたら迷わず上司等に相談すること、 上司も部下に

目を配り、コミュニケーションとチームワークで対処し

てください。

　住友商事グループのコンプライアンスの精神は

脈々と引き継がれてきたものであり、将来にわたって

も引き継がれていくべきものです。また、コンプライ

アンスは誰かに「やらされる」ものでもありません。私

たち一人ひとりが、謙虚な態度で自らを律し、ルール

やマナーを守り、お取引先、同僚、仕事や社会全体と

向き合いながら、日々実践するものです。

　この「住友商事グループ・コンプライアンス・ポリシ

ー」は、日々の事業活動において、当社グループの従

業員としてどう行動するべきか、具体的な指針となり

ます。皆さん一人ひとりが当社グループの経営理念

を体現し、夢を実現するために、常に念頭において業

務に取り組むようお願いします。

住友商事グループのコンプライアンス私は社長就任にあたり、全世界に展開するグループ企業、60,000人を超える全役職員の皆さんと力を合わせて

チャレンジする「夢と志」についてお話しました。

■ 力を合わせて、人々の暮らしを、私たちの暮らしを、より豊かにしたい。

■ 私たちの事業を通じて、第四次産業革命で変わりゆく社会を、もっともっと魅力あふれるものにしたい。

この夢と志を成し遂げるために、弛まぬ努力を愚直に続けていける私たちでありたいと考えています。

夢と志 ― そのために必要なこと

第四次産業革命と言われるこの変化の時代、新しい

価値創造に挑戦し自ら変革を遂げ永続的な成長を実

現するために、私たちが拠り所とすべきものは住友の

事業精神に基づく経営理念です。

　当社グループはこれまでも時代の変遷のなか成長

を遂げてきましたが、これからの変化はそのスピード・

内容においてこれまでの経験を凌駕するものです。

激変する世界・価値観のなかで、私たちは経営理念に

基づく価値判断を拠り所とし、健全な事業活動を通じ

て社会と共に安定的で持続的な成長を目指します。

　

守るべきもの

長く400年にわたる住友の歴史のなかで、先達が経

営理念を体現すべく続けた弛まぬ努力は、当社グル

ープの「信用」というかけがえのない財産として、私た

ちに引き継がれています。この変化の時代、取引先・

事業パートナーも先が見通せない事業に取り組むこ

とが多くなります。その時に拠り所になるのが信用で

す。もし信用を失えば、私たちはお客様を失うことに

なります。「信用」なくして当社グループは存在しえな

いのです。

2019年3月
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住友商事グループ・コンプライアンス・ポリシーについて

このグループ・コンプライアンス・ポリシーは、当社グループ
全体で共有すべきコンプライアンスの考え方を示し、グロ
ーバルに展開する当社グループの役職員一人一人がどこ
にいようとも、その時々に求められる法令やルール、社会規
範を遵守していくための行動の手引きとなるように策定さ
れたものです。
　したがって、このグループ・コンプライアンス・ポリシー

は、住友商事グループに属する全ての企業における役職員
（契約社員、嘱託社員、臨時従業員、他社への出向者を含み
ますが、これらに限られません。）に適用され、私たち一人一
人が、このポリシーの内容を理解し、日々の業務に活用する
ことが求められます。
　ここで「住友商事グループ（又は当社グループ）」とは、住
友商事及びその連結子会社をいいます。

このグループ・コンプライアンス・ポリシーが適用される人は？

●このグループ・コンプライアンス・ポリシー（あなたの会社
にポリシーやルールが既に制定されている場合は、当該
ポリシー等）の内容について理解し、日々の業務を行うこ
と。コンプライアンスに関して業務上迷うことがあれば、
まずはこのグループ・コンプライアンス・ポリシーに立ち
返ること。

●あなたの会社に適用される全ての法、規則及び命令に従
い、高い倫理観を保持すること。

●コンプライアンス上の小さな問題もおろそかにせず、即
一報すること（「即一報」については以下を参照）。そして
何らかの問題が生じた際に会社が実施する調査等に誠実
に協力すること。

当社グループ各社の従業員に求められることは？

このグループ・コンプライアンス・ポリシーと
グループ各社のポリシーやルールとの関係：
このグループ・コンプライアンス・ポリシーは、コンプライア
ンスの観点から当社グループ各社の役職員が共通して遵
守すべき項目を説明したものです。従って、当社グループに
おける全てのポリシーやルールその他の規範を網羅するも
のではありません。当社グループ各社のコンプライアンス
に関するポリシーやルールは、このグループ・コンプライア
ンス・ポリシーを基礎として、所在国の法令や業種等に応じ、
より詳細な事項を定めます。
　これらの当社グループ各社のコンプライアンスに関する
ポリシーやルールは、このグループ・コンプライアンス・ポリ
シーと一貫性があり、且つこのグループ・コンプライアンス・
ポリシーに反しないものである必要があります。そのような
個別のポリシー等を既に制定している当社グループ各社に
おいては、引き続き各社のポリシー等を遵守してください。

このグループ・コンプライアンス・ポリシーと
適用のある各国法令との関係：
当社グループはグローバル・ベースでビジネスを展開して
おり、当社グループの役職員は多くの異なる国・地域の法令
その他の規制を遵守することが求められます。現地の法令
や規制が、このグループ・コンプライアンス・ポリシーで要求
されるよりも高い基準を求めている場合には、現地の法令
や規制を遵守します。一方、現地の法令や規制が、このグル
ープ・コンプライアンス・ポリシーで要求されるよりも低い
基準を定めている場合には、このグループ・コンプライアン
ス・ポリシーの基準に従います。

このグループ・コンプライアンス・ポリシーの位置づけは？

住友商事グループに属する全ての企業の従業員は、以下の各事項に取り組むことが求められています。
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当社グループ各社のマネジメントに求められることは？

●コンプライアンスが最優先であるという明確なメッセー
ジを継続的に発信すること。
●ビジネス上の利益とコンプライアンスとのせめぎあいが
生じる場面においては、現場に任せきりにするのではな
く、マネジメント自らが明確にコンプライアンスが最優先
であるとの方針を示すこと。

●部下がこのグループ・コンプライアンス・ポリシー（あなた
の会社にポリシーやルールが既に制定されている場合

　は、当該ポリシー等）の内容を理解し、コンプライアンスを
徹底できるようにすること。そのために必要な教育を行う
こと。
●即一報がなされたコンプライアンス上の問題を適切に対
処すること。小さな問題の報告であっても、その対応をお
ろそかにしないこと。
●コミュニケーションの行き届いた健全な職場環境を醸成・
維持すること。

なお、もし何らかの理由により
コンプライアンス上の問題又
はそのおそれを職制ルートで
報告することが難しい場合に
は、あなたの会社の内部通報制
度を利用するか、又は S C
Global Speak-Up制度を利用
し事態を報告することが推奨さ
れます。SC Global Speak-Up
制度の概要については、このグ
ループ・コンプライアンス・ポリ
シーの最後のパートに記載さ
れています。そちらを参照くだ
さい。

住友商事グループの役職員は、「即一報」を実践することが
求められています。万一、コンプライアンス上の問題やその
おそれがある事態を知った場合には、以下の図のように、職
制ルートに従い、直ちにその事態を上司又は関係するコー
ポレート部署に対して報告をしてください。
　報告のために事態詳細の判明を待つ必要は一切ありま
せん。問題を即座に報告し対処することで、問題となる事態

がより拡大し、深刻になる前に適切に解決することが可能に
なり、ひいては当社グループ各社とその役職員を守ること
につながります。
　そして即一報を受けた上司においては、直ちに自身の上
司・マネジメント又は関係コーポレート部署に報告、相談し、
問題の適切な解決のために指示・助言を得てください。

コンプライアンス上の問題を報告するには？

住友商事グループからの即一報フロー

住友商事

住友商事グループ会社

法務部及び
関係コーポレート部署

法務部等
関係コーポレート部署

チーフ・コンプライアンス・オフィサー
及び社長

リード組織又はパートナー組織

マネジメント

上　司

従業員

※「リード組織」とは、当該グループ会社の企業価値向上のための活動をリードする立場にある住友商事又は住友商事の地域拠点の組織
を指します。「パートナー組織」とは、リード組織をサポートする立場にある住友商事又は住友商事の地域拠点の組織を指します。
※「関係コーポレート部署」とは、たとえば、当該コンプライアンス問題が人事関係であれば人事担当の部署を指します。

上記に加え、当社グループ各社のマネジメントは、以下の各事項に取り組むことが期待されています。
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このグループ・コンプライアンス指針は、コンプ
ライアンスの観点から当社グループ各社の役職
員が共通して遵守すべき11の指針（「グループ・
コンプライアンス指針」）から成り立っています。

以下では11のグループ・コンプライアンス指針
に加え、より良い理解のために各指針の解説を
記載しています。

11のグループ・コンプライアンス指針及びそれぞ
れの解説を熟読して、内容を理解してください。

公正な競争行為

【指針】
私たちは、ビジネスの遂行にあたっては公正な競争を行う
と共に、国内外の独占禁止法に従います。

【解説】
●私的独占・寡占、カルテル・談合の禁止
私たちは、私的独占・寡占、カルテルや、談合等、他の事業者
の事業活動を不当に排除したり、支配する行為を行いませ
ん。競合会社との間で、価格・数量の調整や顧客・販売地域
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【指針】
私たちは、安全保障貿易管理を含む貿易関連法令及び通
関手続を遵守することは勿論、各種条約及び各国の諸法令
を遵守します。

【解説】
私たちは、貨物又は技術の貿易取引を行うにあたっては、
社内規程に則り、安全保障貿易管理を含む貿易関連法令
及び通関手続を遵守することは勿論、各種条約及び各国の
諸法令を遵守しなければなりません。私たちは、取引され
る貨物又は技術を常に把握し、取引に先立ち、販売先、仕向
地、最終需要家及び最終用途の確認をしなければなりませ
ん。また、所管官庁から必要な許認可を遺漏なく取得しな
ければなりません。私たちは、国際的な平和や安全保障を
脅かす又は脅かすおそれのある取引には一切関わっては
いけません。

各種業法の遵守

【指針】
私たちは、自分が担当するビジネスに適用される個別法令
（業法）を確認のうえ、その内容を十分に理解し、遵守します。

【解説】
自分が担当するビジネスの内容を把握する一環として、私
たちは関係する業法のすべてを理解し、さらにその改正
や、新たに制定される法令についても木目細かくフォロー
することで、業法に違反することのないよう注意をしなけれ
ばなりません。環境関連、化学品や危険品の取扱い関連、
運輸関連など、分野毎に多くの遵守すべき業法が存在する
ことを認識し、必要に応じ関係部署に相談してください。ま
た、業法の潜脱となるような行為は、厳に慎まなければなり
ません。

安全保障貿易管理を含む
貿易関連法令等の遵守

2 3
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グループ・コンプライアンス指針

情報管理

【指針】
私たちは、住友商事グループ又はその取引先の機密情報
の漏えい等を防止するため、適切に管理します。

【解説】
●住友商事グループの情報の管理
私たちは、住友商事グループの資産である、トレード・シー
クレット、ノウハウ及び個人情報等を含む機密情報に関し、
漏洩、毀損又は不適切な使用を防止すべく、適切に管理し
ます。

●取引先の情報の管理・不正な情報入手の禁止
また、お客様、仕入先その他の取引先から提供を受けた機
密情報についても、法令、取引先との約束及び社内ルール
に則り、適切に取り扱います。また、競合会社その他の事業
者の機密情報について、不正な手段により入手しません。

●事件・事故への適切な対応
万が一漏洩等の事故が発生した場合には、その影響を最
小限に留めるため、速やかに且つ適切に対処します。

知的財産権

【指針】
私たちは、住友商事グループの知的財産権を保護すると共
に、他人の知的財産権を侵害しません。

【解説】
●住友商事グループの知的財産権の保護
住友商事グループが保有する著作権、商標権、特許権その
他の知的財産権は、住友商事グループにとって貴重な財産
です。住友商事グループの知的財産権が侵害されている、
またはその疑いがあることを発見した場合には、上司又は
関係部署に相談してください。

●他人の知的財産権の侵害の禁止
私たちは他人の知的財産権を侵害しないよう気を付ける
必要があります。たとえば、新しい技術により製造される商
品の製造・販売を行う場合や、新しい標章をつけて商品の
販売やサービスの宣伝・提供をする場合などには、他人の
知的財産権を侵害することにならないか、必要に応じて調
査を行い、侵害にあたらないことを確認したうえで取り進
めてください。

6 7
贈収賄防止

【指針】
私たちは、贈賄や不正な利益供与等、あらゆる形態の腐敗
の防止に厳しく取り組みます。あらゆる国又は地域の公務
員等に対して、贈賄に該当する行為やその疑いのある行為
を絶対に行わないことはもちろん、ビジネスの獲得等を目
的として、不正に金銭、贈答、接待等の利益を供与したり、
その約束をしたり又はその申し出をしません。万が一、公務
員等からこれらの行為を要求されても、私たちはこれを拒
絶し、状況に応じて関係当局に連絡します。私たちは、事業
活動を行ううえで適用される国内外の贈収賄禁止に関す
る法令を遵守します。

【解説】
住友商事グループの贈賄防止に関する原則、住友商事の社
内体制及び取組み、並びに国内・海外法人及びその他の連
結子会社における取組みについては、以下をご参照下さい：

　住友商事グループ贈賄防止指針

帳簿及び記録／税務

【指針】
私たちは、会社の会計帳簿と関連する情報につき、正確に、
公正に、且つ適時に記録をし、関連書類等を適切に保管しま
す。また、私たちは、グループ税務方針に従い、各国の税法
及び関連法令を遵守し、適切な申告及び納税を行います。

【解説】
私たちは、会社の会計帳簿と関連する情報については、会
社に関する財務状況を完全に把握し会社財産を保全する
ために、誠実かつ正確・公正・適時に記録します。また、会社
の透明性を担保すべく、それらの情報は法令に則り、適切
かつ適時に開示します。また、私たちはこれらの情報につ
き、虚偽や誤解を与えるような記載をしません。
　また、私たちは会社の情報を法令に定められた期間及び
方法に基づき適切に管理します。
　住友商事グループの税務方針については、以下をご参
照ください：

　グループ税務方針

4 5
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グループ・コンプライアンス指針
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他の知的財産権は、住友商事グループにとって貴重な財産
です。住友商事グループの知的財産権が侵害されている、
またはその疑いがあることを発見した場合には、上司又は
関係部署に相談してください。

●他人の知的財産権の侵害の禁止
私たちは他人の知的財産権を侵害しないよう気を付ける
必要があります。たとえば、新しい技術により製造される商
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グループ・コンプライアンス指針

利益相反行為の防止

【指針】
私たちは常に住友商事グループの利益のために行動し、住
友商事グループの利益を犠牲にして、自己又は第三者の個
人的な利益を追求しません。

【解説】
●利益相反
私たちは、住友商事グループの業務に忠実に取り組み、住
友商事グループの利益のために常に行動する義務を有し
ます。住友商事グループにおける権限や役割等を利用し
て、自己又は第三者の個人的な利益を図るような行為を決
して行いません。

●業務外の活動
私たちは、住友商事グループの役職員としての責務を実行
する上で支障となるような業務外の活動は慎みます。もし、
利益相反にあたるような商業活動に関与している又は関
与する可能性がある場合には、速やかに上司に報告・相談
します。

●会社の資産・情報システムの使用
私たちは、会社の資産や、情報機器・システムを業務遂行の目
的のためにのみ使用し、私的な目的での利用は行いません。

［　 　］

インサイダー取引の防止

【指針】
私たちは、インサイダー取引規制に反するような行為を行
ったり、その疑いを招くような行為を行いません。

【解説】
私たちは、ある会社（住友商事グループに所属する会社で
あると否とを問いません。）の重要な非公開の情報（「イン
サイダー情報」）を利用して、上場株式等を売買したり、売
買させたりしません。インサイダー情報とは、一般的に、合
理的な投資家であれば、投資判断をする上で重要と考える
情報又は株価に重要な影響を与える情報をいい、たとえ
ば、大規模のM&Aや収益見込みの大幅な修正などの情報
が含まれます。また、インサイダー情報を知った場合には、
社内規則に則り適切に管理し、その秘密を厳守しなければ
なりません。
　なお、インサイダー取引規制は、国によってその根拠と
なる法令の基準が異なるため、適用される法令を理解した
上で遵守しなければなりません。

環境保全

【指針】
私たちは、環境方針に則り、地球環境の保全に十分配慮し、
健全な事業活動を通じて「持続可能な発展」に向け努力し
ます。

【解説】
私たちは、住友商事グループの環境方針、適用される環境
関連法規及び同意した協定書等を遵守します。住友商事グ
ループの環境方針については、以下をご参照ください：

　環境方針

8 9

【指針】
私たちは、人権を尊重し、いかなる差別やハラスメントも容
認しません。

【解説】
●人権尊重
住友商事グループはその経営理念において「人間尊重を
基本とし、信用を重んじ確実を旨とする。」と謳っています。
これは、住友商事グループは住友商事グループと関わる全
ての個人の人権を尊重するということを意味しています。

●差別・ハラスメントの防止
私たちは、人種、民族、国籍、出身地域、皮膚の色、年齢、性
別、性的指向、性自認、障がいの有無、宗教、政治的見解、
組合加入の有無、配偶者の有無、その他業務の遂行と全く
関係のない事由に基づく差別を決して行いません。更に、
差別的言動、嫌がらせ、誹謗・中傷、脅迫・粗暴行為、その他
役職員としてあるまじき言動により、他人に恐怖心を与える、
または不快な思いをさせるようなことを行いません。

人権尊重及び
差別・ハラスメントの防止
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グループ・コンプライアンス指針

利益相反行為の防止

【指針】
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友商事グループの利益を犠牲にして、自己又は第三者の個
人的な利益を追求しません。

【解説】
●利益相反
私たちは、住友商事グループの業務に忠実に取り組み、住
友商事グループの利益のために常に行動する義務を有し
ます。住友商事グループにおける権限や役割等を利用し
て、自己又は第三者の個人的な利益を図るような行為を決
して行いません。

●業務外の活動
私たちは、住友商事グループの役職員としての責務を実行
する上で支障となるような業務外の活動は慎みます。もし、
利益相反にあたるような商業活動に関与している又は関
与する可能性がある場合には、速やかに上司に報告・相談
します。

●会社の資産・情報システムの使用
私たちは、会社の資産や、情報機器・システムを業務遂行の目
的のためにのみ使用し、私的な目的での利用は行いません。

［　 　］
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私たちは、インサイダー取引規制に反するような行為を行
ったり、その疑いを招くような行為を行いません。

【解説】
私たちは、ある会社（住友商事グループに所属する会社で
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サイダー情報」）を利用して、上場株式等を売買したり、売
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SC Global Speak-Upを利用して通報を行ったことを理由
として、報復行為その他の不利益な処分を行うことは厳に
禁止されます。

SC Global Speak-Up制度とは？

SC Global Speak-Upとは、住友商事グループにおけるグ
ローバル・ベースの内部通報制度の名称です。万一、コンプ
ライアンス上の問題に直面し、何等かの理由で職制ルートで
の報告や相談が困難な場合には、あなたの会社の内部通報
制度を使うか、またはSC Global Speak-Upを使って、本件

事態を住友商事のチーフ・コンプライアンス・オフィサーに
対して報告することができます。SC Global Speak-Upを
通して通報がなされると、問題とされている事態につき、直
ちに調査が開始されます。なお、SC Global Speak-Upに
基づく通報への対応においては、以下の点が徹底されます。

上記を含むSC Global Speak-Upの詳細については、『SC Global Speak-Up制度に関するガイドライン』に規定されていま
すので、そちらを参照してください。

SC Global Speak-Up制度

SC Global Speak-Upを利用してコンプライアンス上の
問題を通報した場合、通報者の情報及び通報内容（及び調
査で入手した情報を含みます）の秘密は厳守されます。

秘密厳守 報復行為の禁止
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SC Global Speak-Upを
利用できる人は？

住友商事グループ各社の全ての役職員（契約社員、嘱託社
員、臨時従業員、他社への出向者を含みますが、これらに限
られません。）が、SC Global Speak-Upを利用して、コン
プライアンス上の問題を通報することができます。

SC Global Speak-Upで
通報できる事態とは？

コンプライアンス上の問題のうち当社グループに大きな影
響を与えかねない重大な事態について通報することが推
奨されます。通報できる事態類型の詳細については、『SC 
Global Speak-Up制度に関するガイドライン』をご覧くだ
さい。

既存の内部通報制度
との関係は？

SC Global Speak-Upは、住友商事が当社グループ各社
にて利用可能な制度として導入したものです。もし当社グ
ループ各社において既に内部通報制度が整備されている
場合、SC Global Speak-Upは追加で導入されるもので
あり、既存の制度に取って代わったり、既存の制度を排除し
たりするものではありません。当社グループの役職員は既
存の内部通報制度に基づく通報もできますし、SC Global
Speak-Upを利用した通報もできます。
　SC Global Speak-Upによって、通報、相談できるルート
を拡充していくことで、少しでも早く問題を把握し、不正行
為の拡大防止や早期是正を図ります。
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